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Ⅰ　序

マイスナーでは、会計期間（この事例では３ヵ
月）の終了にともなって勘定の締切りと同時に決算
が行われる。マイスナーでは記帳についてイタリア
式、イギリス式およびドイツ式の簿記についてそれ
ぞれ特徴のある決算の例示がなされている。これら
の事例は同じ資料により示されているので、比較可
能である。ただし、ドイツ式については特別稿を改
めて総合的に検討することにする。ここでは、前
二者の決算による損益勘定（Gewinn und Verlust＝
Conto）および残高勘定（Bilanz＝Conto）が示さ
れている。イタリア式では仕訳帳および元帳の諸勘
定より抽出して作成されている。特に、残高勘定の
作成について、その特長を明らかにする。イギリス
式では日記帳が仕訳帳的日記帳の特徴をもっている
ので、それにともなって、損益の計算とともに残高
の作成がなされている。ドイツ式では、後に論ずる
が、イギリス式を摂取して日記帳が作成され、その
転記により元帳が作成され、そこにおける諸勘定よ
り抽出されて損益勘定および一般貸借平均表が作成
されている。そこで、当論文ではイタリア式とイギ

リス式について詳細に検討することにする。
尚、マイスナーの論文については本文中に括弧に

て示している。

Ⅱ　イタリア式簿記における決算

イタリア式簿記は、マイスナーによれば、日記帳
および日記帳のうち特に現金の取扱いに特化した現
金帳、仕訳帳および元帳という体系がみられる。

このうち元帳は、取引に係わるすべての勘定が記
録される。それに加えて、勘定の形式で損益勘定お
よび一般貸借平均表がみられる。これらを設けるに
は、イタリア式簿記では、常に、仕訳が行われて、
２つの勘定へと導かれる。

まず、「一般貸借平均表」では、借方側へは資
産項目が、貸方側では負債および資本項目が振替
えられている。マイスナーでは、特に、用具勘定

（Utensilien＝Conto）と４項目の様々な商品勘定
（Diverses=Waaren＝Conto）については仕訳が行
われている。下記の「図表－１」は「用具勘定」と

「様々な商品勘定」のマイスナーによる仕訳の抜粋
を示している。（Journal 7） 

２つの勘定の決算振替仕訳図表－１

マイスナーの諸勘定とそれに基づく決算
― イタリア式とイギリス式による ―
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この仕訳では、用具勘定（上段）と様々な商品勘
定（下段）において、貸借平均して次期繰越を示す
と同時に、勘定を締め切り、その下に前期繰越とし
て振替える「英国法」を摂取したものであるが、ド
イツでは仕訳をしなければ勘定への記載をしないた
め、上記のようになる１。ただし、現金勘定（Cassa
＝Conto）、Christopf Sauer勘 定、 雑 勘 定（Conto 
pro Divere）は、各々の勘定に残高が存在するが、
勘定を締め切り用具勘定および様々な商品勘定のよ
うに仕訳がなされていない。しかしながら、いずれ
にしても、勘定そのものは同じ処理がなされてい
る。その帰結として、残高勘定は作成されることは

ない。マイスナーが示す「一般残高勘定」を作成す
るとすれば、上記のような処理をするため、諸勘定
の次期繰越額を蒐集したものとなる。かくして、仕
訳は各帳簿および勘定の「接続機能」を持っている
ことが理解されよう２。　

次ぎに、「損益勘定」では、借方側へ費用が、貸
方側へ収益が振替えられている。費用には事業経費
勘定、家計費勘定および利息勘定の３勘定がみら
れる。そして、収益には砂糖勘定、コーヒー勘定、
様々な商品勘定および手数料勘定の４勘定がみられ
る。これらの諸勘定の振替仕訳の抜粋を示すと下記
の「図表－２」の通りである。

かくして、損益への振替仕訳は損益勘定へと導か
れる。その損益勘定は「図表－３」の通りである。

１　百瀬房德、2022年，s.9
２　百瀬房德、2022年，s.9

損益勘定への振替仕訳図表－２
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損益勘定では、貸借平均すると、一般に利益が出
るとすると、費用より収益の方が大きいので、借方
にその差額が利益647Rthlr. 10Gr. 11Fl.である。そ
して、その利益が資本金の増加となり、元金と合算
すると5647Rthlr. 10Gr. 11Fl.となる。この処理は
損益勘定より資本金勘定への仕訳を通しての振替を
ようする。マイスナーではこの仕訳は行われてい
ない。

そこで、上記「図表－３」にみられる「一般貸
借平均表」の作成についてである。利益の資本金へ
の振替え以外に、現金勘定、Christopf Sauer勘定お
よび雑勘定は、仕訳を通して振替えず、直接、勘定
の次期繰越となっている。加えて、用具勘定および
様々な商品勘定については仕訳をするが、上述のよ
うに、残高勘定への振替仕訳ではなく、当該勘定の
次期への繰越の仕訳である。その帰結として、「一
般貸借平均表」は、本来の残高勘定の作成ではなく、

これらの勘定を蒐集した一俵ということになる。

Ⅲ　イギリス式簿記における決算

イギリス式簿記は、マイスナーによれば、ジョー
ンズの簿記がその代表となっている。ジョーンズの
簿記では、日記帳が仕訳帳を内包しており、その
日記帳の中で利益が算出されている。マイスナー
は、ジョーンズを摂取することにより、利益の算出
で は、 特 別 に、“Conto der vorrathigen Waaren u. 
Sache”勘定、即ち、「残存している商品および物品」
勘定を設けて算出している。（s.124～125）

ジョーンズの日記帳では、日記帳の末尾で、四
半期ごとの借方と貸方の取引の合計を示し、さら
に、一年間の合計をしている。その結果、借方は
206931Rthlr. 18Gr.、そして貸方は201904Rthlr. ― 
Gr. となる。ただし、第４四半期の借方には商品在
庫がふくまれている。この算出から、借方合計より

図表－３ 損益勘定と一般貸借平均表
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貸方合計を控除すると利益2027Rthlr. 18Gr.が算出
される。ここで、一般には、貸方に在庫額を記載し
貸借平均すると、貸方側の方が大きいので借方側
に差額、即ち、利益を記載して勘定を締め切るが、
ジョーンズの勘定処理では、商品取引は、日記帳に
おいて記載されない。したがって、現金で取引する
とすれば、仕入は貸方現金とし、売上は借方現金と
なる。相手勘定は記載されない。商品在高勘定は、

すべて仕入額で記載され、貸借平均すると貸方差額
となり、これに対応して、日記帳では借方に在庫高
が記載される。それ故、借方の側の方が大きく、貸
借平均すると、貸方側に利益が記載される。それ
故、一般の処理とは逆となる。これが、ジョーンズ
の日記帳である。

この日記帳を示すと「図表－４」の通りとなる。
　　　

日　記　帳図表－４
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上記で触れた商品在高勘定でも利益が算出され
る。この勘定では、中央の「商品残高」欄において
利益の算出プロセスがみられる。ここでは、商品の
期末在高Rthlr. 11815を含めた消極の負債、即ち、
借方総合計43632Rthlr. 18Gr. より積極の負債、即
ち、貸方合計38605Rthlr. ―Gr. を控除すると利益

5027Rthlr.が算出される。この勘定で利益が算出さ
れるのは消極の負債が商品のみであることである。
用具勘定のような動産が登場し、減価償却が行われ
るようになると一変しよう。ジョーンズの商品在高
勘定は下記の「図表－５」の通りである。

商品在高勘定図表－５
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「図表－５」では、借方では仕入額が、貸方では
売上額が記載されている。決算に際して利益を算出
するとすれば、借方に期末における商品の在高、即
ち、棚卸高を記載して貸借の差額としての利益を算

出することになる。ジョーンズは、それを補助簿と
しての「仕入・売上帳」で示している。この例示は

「図表－６」の通りである。

「図表－６」では、下段の「商品１月31日の棚
卸」において示されている。ここでは、その棚卸額
は、１月で45955Rthlr. ― Gr. となっているが、３
月の決算による棚卸額は、「図表－５」によると、
11815Rthlr. ― Gr. である。この棚卸額により決算
が可能となる。

かくして、ジョーンズによるイギリス式簿記は、

決算に際して、「日記帳」とそれを支える「商品在
高勘定」と補助簿としての「仕入・売上帳」を必要
とする。

以上は、ジョーンズの著作の決算についての要約
であるが、マイスナーによるジョーンズの著作の
解説（1833年）では一部改訂が認められる。特に、
動産として商品以外の事業用の備品が勘定に登場し

仕入・売上帳図表－６
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てくるのである。事業開始まもなく、備品である用
具が現金の支払いにより購入される。日記帳では、

下記の抜粋「図表－７」のように記載されている。

マイスナーは、この仕訳により「事業用備品勘定
（Handlungsgeräthschaften）」へと転記されている。
この仕訳例では、「貸方 現金勘定」が上段に示され
ているが、ジョーンズに従って物品が借方に示され
ないことによるものである。ジョーンズと異なり、
マイスナーでは、元帳において「在庫商品・物品勘

定（Conto d. vorräthigen Waaren u. Sachen）」が設
けられている。ここでは、ジョーンズの日記帳と同
様の利益計算が行われている。その際、棚卸額に含
めて記載されている。当勘定を示すと「図表－８」
の通りである。

備品購入日記帳記入事例

在庫商品・物品勘定の事例

図表－７

図表－８
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「 図 表 － ８」 に お け る 借 方 に お い て「 棚 卸
（Inventarium）」が記載されているが、そのなかに
商品の在庫とともに、合計で記載されている。即
ち、下記の通りである。
商品在庫（3651Rthlr. 8Gr. ―Fl.）

＋ 備品（100Rthlr. ― ―. ）  
＝棚卸額（3751Rthlr. 8Gr. ―Fl.）

さらに、当勘定では、利益計算が行われる。借方
の合計から貸方の合計を控除すると差額が生ずる
が、その差額が利益である。即ち、
借方合計（47797Rthlr. 1Gr. 2Fl.）

－ 貸方合計（47149Rthlr. 14Gr. 3Fl.）
＝利益（647Rthlr. 10Gr. 11Fl.）

マイスナーによるジョーンズの事例では、備品勘
定、即ち、用具勘定（Utensilien=Conto）が加えら
れている。この勘定の登場は利益計算を一変させる
要因となろう。なぜならば、用具の費消は利益計算
に影響するからである。ジョーンズの以前の著書

（1803年）では日記帳（仕訳帳的日記帳）で算出さ
れる利益は、商品しか持ち合わせておらず、商品在
高勘定での利益と一致したのである。このような状
況では、多くの動産を有する規模の大きな商人に
は、ジョーンズの簿記は適用不可能といえる。時を
同じくして、プロイセン一般国法の存在である。同
法に拠れば、備品、即ち、用具の取り扱いでは、商
品の評価損の規定の中で、費消について規定されて
いる。それは下記の通りである。
「保管によりその価値が減少する原材料および商

品、ならびに使用により費消する備品については、
そのほかにそれ相応の控除がなされなければならな
い。」（第645条）

したがって、ここでは、原材料、商品および備品
の評価は同等に扱われている。マイスナーでは、商
品および備品（用具）が棚卸額として扱われてい
る。それ故、棚卸額は変容する。しかしながら、マ
イスナーのジョーンズの事例では費消の処理は行わ
れていない。

このような意味で、マイスナーは商品以外の要素
をジョーンズの事例へ取り入れ、簿記を一歩すすめ
ている。それ故、ジョーンズの簿記を摂取したが、
新たな決算へと進展することを余儀なくされたと言
える。

Ⅳ　結　語 

当論文では、イタリア式簿記に続いてイギリス式
簿記を論じているが、ここでは、イギリス式簿記よ
り総括することにする。

マ イ ス ナ ー は、 イ ギ リ ス 式 簿 記 に つ い て は、
ジョーンズイギリス式簿記を代表として取り上げて
いる。イギリスを含む多くの国の著者により書評さ
れている簿記である。このジョーンズの簿記は、日
記帳に特徴があり、仕訳機能を備え、最終的に、そ
こで利益計算も行われている帳簿である。マイス
ナーは、日記帳について、ジョーンズとは異なり、
仕訳を記述式に変更している。この仕訳にあたり、
イギリス式簿記に従い、相手勘定を示さないが、記
述された勘定において、当該勘定が借方であるの
か、貸方であるのか記述された勘定の右側に太字で
表示している。

マイスナーは、商品勘定に加えて、事業用備品勘
定が登場してくる。それにより、利益計算の「場」
が、日記帳ではなく、「在庫商品・物品勘定（Conto 
d. vorräthigen Waaren u. Sachen）」へと移転する。
そこでは、事業用備品は商品勘定に加算して棚卸額
が記載されている。事業用備品は、使用することに
より価値が減少する。これについては、既にプロシ
ア一般国法で、すでに、規定されているが、ここで
は、その処理については触れられていない。した
がって、利益の算定では影響力をもっていない。

マイスナーは、イタリア式簿記については、日記
帳、現金帳および仕訳帳を通じて元帳へ勘定を集合
させる。最終的に、勘定を締め切り、まず、損益勘
定を完成させる。その際、損益に属する勘定につい
て仕訳を通して損益勘定へ集合させて、損益を算
出している。そして、利益を資本金勘定へ振替え
るが、ここでは、仕訳は行われていない。次ぎに、

「総貸借平均勘定」を完成させるが、その際、「商品
勘定」と「事業用備品勘定」については仕訳をして
いるが、振替仕訳ではなく、次期繰越のための仕訳
であった。その他の勘定は、直接、次期への繰越と
なっている。したがって、「残高勘定」そのものは
作成されず、総貸借平均勘定に留まっている。加え
て、事業用備品については、イギリス式簿記と同様
であり、損益に影響せず、したがって、損益に中立
的であり、総貸借平均勘定に留まっている。
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